
図２　３Ｄデジタルものづくりの概要

図１　削り出し加工
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　近年、陶磁器分野においても３Ｄデジタルデータから
原形や石膏型を試作する技術の活用が望まれています。
そこでセンターでは、３Ｄデジタルデータを利用して、図
1のような石膏ブロックから、原形や型の削り出し加工を
行う“３Ｄモデリングマシン”を導入しました。
　３Ｄモデリングマシンの活用事例として、まねき猫の原
形や型の試作を紹介します。試作の流れは、図２に示す
ように、始めに３Ｄスキャナを用いて既存の原形や型の形
状を３Ｄデジタルデータ化します。次に、データを基に加
工プログラムを作成し、３Ｄモデリングマシンで加工して
いきます。３Ｄデジタルデータ化することにより形状の拡
大縮小や左右反転が容易に行え、例えばまねき猫の場合、

元の原形とは逆の手を挙げた猫
も素早く作ることができます。ま
た、３Ｄモデリングマシンによる
型の試作は、少量生産の型に適
しています。まずは、拡大縮小・
反転などの３Ｄデジタルデータの
得意な部分を活かした新商品開
発の試作にぜひご利用ください。
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